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会 議 結 果 

 

会議名 令和７年度第２回館林市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定委員会 

日時 令和７年８月５日（火）午後２時から午後３時まで 

場所 市庁舎５階５０１Ｂ会議室 

出席者 【委員】計７名 

 神谷会長、田中委員、菅野委員、丸山委員、島田委員、鈴木委員、板橋

委員 ※欠席者：仙波委員、河内委員 

【市職員】計４名 

 政策企画部長、企画課長、政策推進係長、政策推進係担当 

議事要旨 １ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議事 

⑴ 次期総合戦略（素案）について 

（委員からの主な意見等） 

・ 「基本目標１」について、指標として「製造業」に絞られている

が、絞らない方が分かりやすいのではないか。 

・ 「基本目標４」について、「行政手続きのオンライン化に関する市

民満足度」という指標があるが、お年寄りに向けてはオンライン化

が果たしてどこまで満足度に繋がるのか疑問である。 

・ デジタルの力については、便利な面もあるが、高齢者等は使いに

くい面もあるため、「デジタル」と「アナログ」の並行性は必要だと

思う。 

・ 「教育」に関する施策が非常に重要だと考えており、館林市にお

いても、里沼などを題材に自然を学ぶような探求活動を子供たちに

提供することによって、他市との違いなどを打ち出せればよいと考

える。 

・ 「基本目標２」について、「移住・定住の促進」とあるが、移住・

定住の促進に向けては、館林の魅力等についてわかりやすい形で発

信することが必要であり、デジタルの力やＳＮＳを用いたりするこ

となどが効果的と考える。 

・ 「基本目標１」について、「税収や雇用面で魅力がある製造業等の

企業」という記載があるが、他にも様々な魅力がある企業がある中

で、製造業に絞った記載が気になったところである。 
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・ 館林市の魅力は東京から近く、また比較的家賃が安いこともあり

創業しやすい環境にあると考えるため、新しい事業をしたいという

若者を惹きつける場所として確立できると思う。 

・ 基本目標１～４に共通して、「基本的方向」がそれぞれ２つずつの

項目で記載されているが、対象や方向が違う内容の文章が無理にま

とめられているような印象を受け違和感があるため、いくつかの文

に分けてもよい。 

・ 「自然増減数」のマイナスの数を抑えていくということだが、現

状、市内には産婦人科の病院も１件であり、館林厚生病院でも分娩

が難しいなど、出産する場所が少ない。また、教育についても中学・

高校等が市外に流出している。 

・ 「基本目標３」について、「妊娠・出産・子育て期の切れ目ない支

援」を充実させるために切り離せないのが、子どもを産み育てやす

い労働環境の整備だと考えるため、行政からも企業の方に周知いた

だくことによりより良い労働環境の整備に繋がると思う。 

 

⑵ 次期人口ビジョン（素案）について 

（委員からの主な意見等） 

特になし 

 

４ その他 

（委員からの主な意見等） 

 次回に向けても、各委員との綿密な調整をお願いする。 

 

５ 閉会 

 

 


